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（５）研究成果の概要 
＊背景および目的、方法と結果について、公開して差し支えない範囲で記載。 

 
 血清アミロイド A（SAA）は、高密度リポタンパク質を構成するアポリポタンパク質の一種として、生

体内にごくわずかに存在している。全身性アミロイドーシスの一種である AA アミロイドーシスにおいて

は、SAA のアミロイド線維形成の関与が報告されているが、その機構の詳細は依然不明である。 
 CD スペクトルにより SAA の二次構造を解析した結果、４℃でαヘリックス構造を有しているものの、

その構造は不安定であり、37℃において「部分的に変性」するとともにアミロイド線維へと転移すること

が示された。一方、アポリポタンパク質の大部分を占める apoA-I との共存下において、SAA のαヘリッ

クス構造が安定化するとともに、アミロイド線維形成が抑制されることが明らかとなった。 
 本研究は、apoA-I との相互作用にともない、SAA の立体構造がどのように変化するのかを超高磁場

NMR を用いて残基レベル分解能で詳細に解析することを目的とする。15N-標識した SAA に対して、非標

識 apoA-I 添加前後での 1H-15N HSQC スペクトルを測定し、化学シフトならびにピーク強度の変化を解

析する。 
 
 
 


